




○種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

（第二種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円銭 円銭 円銭 円銭 円銭

26年3月期 ― 0.00 ― 60.00 60.00

27年3月期 ―

27年3月期（予想） 0.00 ― 60.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

（第四種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円銭 円銭 円銭 円銭 円銭

26年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00

27年3月期 ―

27年3月期（予想） 0.00 ― 0.75 0.75

（注1）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

（注2）１株当たり配当金の算定の基礎となる計数及び算式

（1）26年3月期

　 ①算式

　 配当金＝１株当たりの払込金額×0.20%

　 ②１株当たりの払込金額

　 500円

　 ③発行済株式数

　 70,000,000株

　
（2）27年3月期（予想）

　 ①算式

　 配当金＝１株当たりの払込金額×0.15%

　 ②１株当たりの払込金額

　 500円

　 ③発行済株式数

　 70,000,000株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間の経常収益は、国債等債券売却益の減少に伴うその他業務収益の減少や役務取引等収益

の減少等により、前年同期比46百万円減少し、116億53百万円となりました。

経常費用は、預金利息の減少等による資金調達費用の減少や、貸倒引当金繰入額の減少等によるその他経常費用の

減少等により、前年同期比7億75百万円減少し、93億28百万円となりました。

この結果、経常利益は前年同期比7億28百万円増加し23億24百万円に、当期純利益は同4億70百万円増加し17億43百

万円となりました。

（２）連結財政状態に関する説明

当四半期連結会計期間末の連結財政状態につきましては、総資産は、貸出金の増加などにより前連結会計年度末比

526億円増加し、2兆3,258億円となりました。

一方、負債は、預金の増加などにより前連結会計年度末比504億円増加し、2兆2,256億円となりました。

また、純資産は、利益剰余金やその他有価証券評価差額金の増加などにより、前連結会計年度末比21億円増加し

1,002億円となりました。

主要な勘定残高では、預金は、公金預金及び個人預金を中心に増加し、前連結会計年度末比501億円増加の2兆1,769

億円となりました。

貸出金は、地方公共団体向け貸出金の増加等により、前連結会計年度末比222億円増加の1兆5,717億円となりまし

た。

また、有価証券は、社債やその他の証券の増加等により、前連結会計年度末比69億円増加の5,634億円となりまし

た。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期連結累計期間までの経常利益や四半期純利益は、第２四半期連結累計期間の連結業績予想を上回って

推移しておりますが、今後の経済・金融情勢等の経営環境を見極める必要があるため、現時点において、平成26年５

月15日に公表いたしました連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下、「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間

帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を退職給付の見込支払日まで

の平均期間に基づき一定の割引率を決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映

した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が661百万円増加し、利益剰余金が427百万円

減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

現金預け金 133,649 158,108

買入金銭債権 577 603

商品有価証券 248 256

金銭の信託 2,874 1,027

有価証券 556,518 563,487

貸出金 1,549,517 1,571,779

外国為替 3,119 2,988

その他資産 11,244 12,861

有形固定資産 22,889 22,702

無形固定資産 3,066 3,126

繰延税金資産 6,187 5,266

支払承諾見返 2,827 3,073

貸倒引当金 △19,469 △19,387

資産の部合計 2,273,252 2,325,894

負債の部

預金 2,126,768 2,176,952

債券貸借取引受入担保金 20,000 20,000

外国為替 52 67

社債 3,740 3,160

新株予約権付社債 5,000 5,000

その他負債 11,945 12,790

賞与引当金 825 216

退職給付に係る負債 2,985 3,437

役員退職慰労引当金 16 9

執行役員退職慰労引当金 30 28

睡眠預金払戻損失引当金 196 182

ポイント引当金 4 4

利息返還損失引当金 1 0

偶発損失引当金 330 287

再評価に係る繰延税金負債 440 419

支払承諾 2,827 3,073

負債の部合計 2,175,165 2,225,631

純資産の部

資本金 48,868 48,868

資本剰余金 32,575 32,575

利益剰余金 11,686 12,515

自己株式 △2 △2

株主資本合計 93,127 93,956

その他有価証券評価差額金 4,890 6,243

繰延ヘッジ損益 △285 △265

土地再評価差額金 124 85

退職給付に係る調整累計額 229 241

その他の包括利益累計額合計 4,959 6,305

純資産の部合計 98,087 100,262

負債及び純資産の部合計 2,273,252 2,325,894
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

経常収益 11,700 11,653

資金運用収益 8,406 8,235

（うち貸出金利息） 7,074 6,702

（うち有価証券利息配当金） 1,279 1,492

役務取引等収益 2,119 1,875

その他業務収益 502 238

その他経常収益 672 1,304

経常費用 10,104 9,328

資金調達費用 612 515

（うち預金利息） 313 267

役務取引等費用 714 758

その他業務費用 111 0

営業経費 7,154 7,149

その他経常費用 1,511 904

経常利益 1,595 2,324

特別利益 5 0

固定資産処分益 5 0

特別損失 52 75

固定資産処分損 24 5

減損損失 28 70

税金等調整前四半期純利益 1,548 2,249

法人税、住民税及び事業税 20 90

法人税等調整額 254 415

法人税等合計 275 505

少数株主損益調整前四半期純利益 1,273 1,743

四半期純利益 1,273 1,743
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,273 1,743

その他の包括利益 △3,141 1,384

その他有価証券評価差額金 △3,207 1,352

繰延ヘッジ損益 65 19

退職給付に係る調整額 - 11

四半期包括利益 △1,868 3,128

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,868 3,128
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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1.　損益の概況
(1)　単体損益

【単体】 （単位：百万円）

平成27年3月期 平成26年3月期 平成27年3月期
第1四半期 第1四半期 第2四半期累計期間

（3ヵ月） （3ヵ月） 業績予想
（6ヵ月）

業務粗利益 8,899 △ 510 9,409

資金利益 7,734 △ 82 7,817

役務取引等利益 926 △ 274 1,201

その他業務利益 237 △ 153 390

うち国債等債券損益 178 △ 185 364

経費(除く臨時処理分)(△) 7,063 19 7,043

人件費(△) 3,685 135 3,549

物件費(△) 3,006 △ 140 3,147

税金(△) 371 24 347

業務純益(一般貸倒繰入前) 1,835 △ 529 2,365

前年同期比

◇ 銀行の本業の収益力を示すコア業務純益は、投資信託販売手数料の減少により役務取引等

利益が減少したことなどから、前年同期比3億44百万円減少の16億57百万円となりました。

一方、業務純益は、一般貸倒引当金繰入額が戻入益となったことから、前年同期並みの21

億22百万円となりました。

◇ 経常利益は、実質信用コストの減少などにより、前年同期比7億23百万円増加の21億90百万

円に、四半期純利益についても同4億75百万円増加の16億28百万円となりました。

◇ 足許の業績は、第１四半期時点で経常利益や四半期純利益が第２四半期の業績予想を上回

るなど順調に推移しておりますが、今後の経済・金融情勢等の経営環境を見極める必要があ

るため、現時点において、第２四半期の業績予想は修正しておりません。

- 2 -

コア業務純益 1,657 △ 344 2,001

一般貸倒引当金繰入額(△)　① △ 286 △ 526 239

業務純益 2,122 △ 3 2,126

金銭信託運用見合費用(△) 0 △ 0 0

臨時損益 67 726 △ 658

うち株式等関係損益 288 73 215

うち不良債権処理額(△)　② 214 △ 603 818

貸出金償却・放棄(△) 328 181 147

個別貸倒引当金繰入額(△) 773 △ 191 965

債権売却損益 541 541 -

偶発損失引当金繰入額(△) △ 43 18 △ 61
保証協会責任共有制度負担金(△) 58 △ 13 71

償却債権取立益 177 △ 14 191

その他(△) △ 184 △ 71 △ 112

経常利益 2,190 723 1,466 1,600

特別損益 △ 75 △ 27 △ 47

うち固定資産処分損益 △ 5 13 △ 18

うち減損損失(△) 70 41 28

税引前四半期純利益 2,114 695 1,419

法人税、住民税及び事業税(△) 74 59 14

法人税等調整額(△) 412 160 252

四半期(中間)純利益 1,628 475 1,152 1,500

実質信用コスト①+② △ 72 △ 1,129 1,057
(注)1．コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

    2．不良債権処理額のうち「その他」は、不良債権処理に該当しない、住宅ローン証券化に係る引当計上分であります。
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(2)　連結損益

【連結】 （単位：百万円）

平成27年3月期 平成26年3月期 平成27年3月期

第1四半期 第1四半期 第2四半期累計期間

（3ヵ月） （3ヵ月） 業績予想

（6ヵ月）

連結業務粗利益 9,074 △ 515 9,590

資金利益 7,719 △ 74 7,794

役務取引等利益 1,117 △ 287 1,405

その他業務利益 237 △ 153 390

営業経費(△) 7,149 △ 4 7,154

与信関係費用(△) 102 △ 1,092 1,195

貸出金償却(△) 328 180 147

個別貸倒引当金繰入額(△) 777 △ 198 975

一般貸倒引当金繰入額(△) △ 300 △ 554 253

債権売却損益 541 541 -

偶発損失引当金繰入額(△) △ 43 18 △ 61

前年同期比

◇ 平成27年3月期第1四半期の連結の業績は、主として単体の損益状況を反映し、連結業務粗利益が

前年同期比5億15百万円減少し90億74百万円となりました。

◇ 経常利益は、与信関係費用の減少などにより、前年同期比7億28百万円増加の23億24百万円とな

りました。四半期純利益についても、前年同期比4億70百万円増加の17億43百万円となりました。
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偶発損失引当金繰入額(△) △ 43 18 △ 61

保証協会責任共有制度負担金(△) 58 △ 13 71

償却債権取立益 177 △ 14 191

株式等関係損益 288 73 215

その他 212 72 140

経常利益 2,324 728 1,595 1,600

特別損益 △ 75 △ 27 △ 47

税金等調整前四半期純利益 2,249 701 1,548

法人税、住民税及び事業税(△) 90 69 20

法人税等調整額(△) 415 160 254

少数株主利益(△) - - -

四半期（中間）純利益 1,743 470 1,273 1,500

実質信用コスト（注） △ 81 △ 1,164 1,082

(注)　実質信用コストは、与信関係費用から、不良債権処理に該当しない、住宅ローン証券化に係る引当計上

　　　分を除いております。
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2.　金融再生法開示債権 　

【単体】 (単位 : 百万円)

平成25年6月末比

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

5,524 △ 2,792 8,315 5,859

危険債権 41,060 △ 3,806 44,866 41,888

要管理債権 5,999 1,749 4,249 6,748

小計　　① 52,582 △ 4,848 57,430 54,495

正常債権 1,527,854 38,263 1,489,591 1,502,926

合計  　② 1,580,436 33,414 1,547,021 1,557,421

(単位 : ％)

不良債権比率　①／② 3.32 △ 0.39 3.71 3.49

(注) 上記の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定する各債権のカテゴリーにより

 　分類しております。

　　 また、同計数は、当行の定める自己査定基準に基づく平成26年6月末時点の資産査定の結果による債務者区分を基に計上

   しております。

債務者 分 係 破産 生債権 準ず 債権 実質破綻先 破綻先 債権

平成26年6月末 平成25年6月末 平成26年3月末

◇ 平成26年6月末の金融再生法に基づく開示債権額は、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」及

び「危険債権」の減少により、前年同期比48億48百万円減少し、525億82百万円となりました。

この結果、不良債権比率は、前年同期比0.39ポイント改善し3.32％となりました。
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　　 　※債務者区分との関係：破産更生債権及びこれらに準ずる債権 … 実質破綻先、破綻先の債権

危険債権 … 破綻懸念先の債権

要管理債権 … 要注意先のうち、元金又は利息の支払いが3ヵ月以上延滞しているか、又は

　　　　　　　　　　 貸出条件を緩和している貸出債権

3.　自己資本比率 (国内基準)　

【連結】 (単位:億円)

① 自己資本比率 10.07 ％ 10.12 ％ △ 0.05 ％

② 自己資本の額 1,082 1,078 4

③ リスク・アセットの額 10,750 10,650 99

④ 所要自己資本額 430 426 3

平成26年6月末 平成26年3月末 平成26年3月末比

◇ 平成26年6月末の連結自己資本比率は、四半期純利益の計上により自己資本の額は増加しま

したが、リスク・アセットの増加により、前連結会計年度末比0.05ポイント低下し10.07％

となりました。
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4.　時価のある有価証券の評価差額　【単体】

(1)　その他有価証券

  (単位 : 億円)

平成26年6月末 平成25年6月末 平成26年3月末

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 4,928 92 95 3 4,488 21 45 24 4,858 71 76 4

 株  式 114 27 28 0 104 23 24 0 113 24 24 0

 債  券 3,371 37 39 1 3,323 △ 8 6 14 3,467 27 29 2

 その他 1,442 26 27 1 1,059 6 15 9 1,277 19 21 1

　(注)  1. 「評価差額」は、帳簿価額と時価との差額を計上しております。

 　　 　2. 有価証券のほか信託受益権を含めております。

(2)　満期保有目的の債券
  (単位 : 億円)

平成26年6月末 平成25年6月末 平成26年3月末

帳簿 含み損益 帳簿 含み損益 帳簿 含み損益

価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損

◇ 平成26年6月末のその他有価証券の評価差額は、債券の評価益の増加等により92億円の含み益

となりました。

◇ 満期保有目的の債券は、23億円の含み益となりました。
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価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損

満期保有目的の債券 681 23 23 - 580 8 9 0 682 18 18 0

  (注) 1.「含み損益」は、帳簿価額 (償却原価法) と時価との差額を計上しております。

       2.有価証券のほか譲渡性預け金を含めております。

(3)　子会社株式で時価のあるもの

該当ありません。
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5.　預金・貸出金残高等の状況　【単体】

(1)　預金・貸出金残高

 　(単位 : 億円)

平成25年6月末比

預  金　　 21,857 598 21,258 21,353

うち個人預金 16,613 117 16,495 16,421

貸 出 金　 15,702 335 15,367 15,478

(2)　中小企業等貸出金残高・比率

 　(単位 : 億円,%)

平成25年6月末比

中小企業等貸出金残高 11,066 7 11,059 11,172

平成26年6月末 平成25年6月末 平成26年3月末

平成26年6月末 平成25年6月末 平成26年3月末

◇ 平成26年6月末の預金残高は、個人預金及び公金預金の増加などにより前年同期比598億円

増加し、2兆1,857億円となりました。

◇ 貸出金残高は、地方公共団体向け貸出や個人向け貸出の増加などにより、前年同期比335億

円増加し、1兆5,702億円となりました。

◇ 預り資産残高は、年金保険等の増加などにより前年同期比66億円増加し、2,207億円となり

ました。
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中小企業等貸出金残高 11,066 7 11,059 11,172

中小企業等貸出比率 70.47 △ 1.49 71.96 72.18

（注）中小企業等貸出には、個人向け貸出を含めております。

(3)　消費者ローン残高

 　(単位 : 億円)

平成25年6月末比

消費者ローン 4,158 156 4,001 4,141

住宅ローン 3,718 150 3,567 3,696

その他ローン 440 6 434 445

(4)　預り資産残高

 　(単位 : 億円)

平成25年6月末比

預り資産 2,207 66 2,141 2,199

投資信託 1,210 10 1,200 1,213

年金保険等 673 73 600 663

国債等公共債 274 △ 12 286 272

外貨預金 48 △ 5 54 49

平成26年6月末

平成26年6月末 平成26年3月末

平成26年3月末

平成25年6月末

平成25年6月末
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